
「地域・田園・自然の力を活かし，健康で安心に暮らせるまちづくり」

「日本海開港都市の拠点性を活かし，創造的に発展を続けるまちづくり」

「市民と地域が学び高め合う，「市民と地域が学び高め合う，安心協働都市安心協働都市」」

政策１ ずっと安心して暮らせるまち

政策２ 子どもを安心して産み育てられるまち

政策３ 学・社・民の融合による教育を推進するまち

政策４ 地域力・市民力が伸びるまち

都市像都市像 ⅠⅠ 【施策８】

自分の力に自信をもち心豊かな子どもを育む学校教育の推進

まちづくりの理念

・学力・体力に自信をもち，地域を誇れる子どもを育むため，校種間・学校間連

携と外部の力を活かした学校づくりや市民感覚に富んだ教師の育成を目指すと

もに，地域・保護者・学校が共に学校教育を考える参画型システムの深化を図

ります。

・職業や将来の生き方について考えるキャリア教育の推進とともに，子どもたち

が本市の誇る農業や食に対する理解を深め，ふるさとへの誇りや生きる力を育

むため，食育や地域の文化・環境を学ぶための体験活動を推進します。

「にいがた未来ビジョン」（新潟市総合計画）

「日本海拠点の活力を世界とつなぐ，「日本海拠点の活力を世界とつなぐ，創造交流都市創造交流都市」」

「田園と都市が織りなす，「田園と都市が織りなす，環境健康都市環境健康都市」」

政策５ 地域資源を活かすまち

政策６ 人と環境にやさしいにぎわうまち

政策７ 誰もがそれぞれにふさわしい働き方ができるまち

政策８ 役割を果たし成長する拠点

政策９ 雇用が生まれ活力があふれる拠点

政策１０ 魅力を活かした交流拠点

政策１１ 世界とつながる拠点

都市像都市像 ⅡⅡ

都市像都市像 ⅢⅢ

【施策９】

創造力と人間力を高める生涯学習の推進

【施策１０】

自立し開かれた学びの支援

・強い絆と活力あるコミュニティを形成するため，公民館や図書館など学びの場

を核とした生涯学習の内容を充実させます。

・学校での地域活動拠点づくりや職員の資質向上など，生涯学習・社会教育の推

進を支える基盤整備を進めるとともに，一人ひとりの多様なニーズに応じるた

め，学習機会の充実を図ります。

・若者の人口流出を抑え，まちの活性化につなげるため，産学官の連携の推進と

キャリア形成に向けた大学や専門学校の新規・拡充を支援します。

・今後増加する高齢世代の力も活用しながら，子どもの成長や学び，安心安全な

居場所づくりを地域全体で支えていける環境を整備するとともに，子育て世代

が，本市で子どもに教育を受けさせたいと思えるよう，本市の特長を活かした

教育環境を整備します。

・一人ひとりが主体的に学び，将来の生き方を考え，互いの個性を尊重し合いな

がら，地域社会全体が子育てや教育活動を支えていくため，生涯にわたる教育

や学習に対するニーズと課題に対応する現場重視の体制作りを進めるとともに，

地域の特色を磨き，伸ばす，学びと育ちへの支援をします。
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都市像  市民と地域が学び高め合う，安心協働都市  

■政策③「学・社・民の融合による教育を推進するまち」 

《８年後の姿》 

～学・社・民の融合による人づくり，地域づくり，学校づくりが進み，自立した学びと開

かれた学びを支援する環境が整い，市民一人ひとりが学びお互いを高め合っています～ 

 

●自分の力に自信をもち，世界と共に生きる心豊かな子どもが育っています。 

●生涯を通じて学び育ち，創造力と人間力あふれる市民が育っています。 

●自立した学びと開かれた学びを支援する学習環境が整っています。 

 

《現状と課題》 

○「地域教育コーディネーター」を市立の全ての小・中・中等教育・特別支援学校に配

置し，学校支援ボランティアの協力を得ながら，子どもたちの学力の向上や社会性の

育成を図るなど，子どもの成長や学びを地域全体で支える体制を構築してきました。 

（図③－１） 

 

○これまでも地域に開かれた特色ある学校づくりを進めてきましたが，政令市移行後に

ついては，県から移譲された教職員の人事権を行使し，適材適所の人材配置を行って

きたことに加え，平成２６年度からは教育委員の増員及び担当区制を開始し，地域と

の教育ミーティングなどを実施しており，これまで以上に区の特性や教育現場の実情

などを踏まえた教育の実践が期待されています。 

 

○市内の多くの小学校では，これまでも学校教育田による農業体験を行うなど，食文化

や農業への理解を深める体験の場や学習機会を提供してきました。平成２６年度から

は，全ての小学生が農業体験学習を通して食と農の理解を深め，田園の素晴らしさ，

豊かな食，農業の魅力を学ぶ「新潟発わくわく教育ファーム」を開始し，地域を愛し，

地域に暮らす誇りにつなげる取組みを進めています。 

 

○地域ぐるみで小学校の体育館などを活用して進めてきた放課後の子どもの居場所づく

りに加え，今後は学校が地域活動の中心として，子どもの健全育成および生涯を通じ

た社会教育の場として，より機能することが求められています。 

「にいがた未来ビジョン」（新潟市総合計画）より抜粋 
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○生涯学習の中核施設の一つである図書館は，人口１０万人当たりの図書館数が政令指

定都市のなかでも高い水準に位置しており，今後は多様化する市民ニーズに応えるた

め，学習・研究・調査に使用する図書の照会や検索などのサービスの充実を図ってい

く必要があります。（図③－２） 

 

○新潟県人口の３割を超える本市が，大学や専門学校など専門的な高等教育を受ける場

を充実させることで，若者の人口流出を抑え，まちの活性化につなげることが求めら

れています。 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図③－２ 人口１０万人当たりの図書館数（政令指定都市比較） 

資料：大都市比較統計年表（H23） 

図③－１ 地域教育コーディネーター配置率と 

   学校支援ボランティア数の推移 

資料：新潟市教育委員会 
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《施策》 

施策８ 自分の力に自信をもち心豊かな子どもを育む学校教育の推進 

施策９ 創造力と人間力を高める生涯学習の推進 

施策１０ 自立し開かれた学びの支援 

 

施策８ 自分の力に自信をもち心豊かな子どもを育む学校教育の推進 

 

・学力・体力に自信をもち，地域を誇れる子どもを育むため，校種間・学校間連携と外

部の力を活かした学校づくりや市民感覚に富んだ教師の育成を目指すとともに，地

域・保護者・学校が共に学校教育を考える参画型システムの深化を図ります。 

・職業や将来の生き方について考えるキャリア教育の推進とともに，子どもたちが本市

の誇る農業や食に対する理解を深め，ふるさとへの誇りや生きる力を育むため，食育

や地域の文化・環境を学ぶための体験活動を推進します。 

 

施策９ 創造力と人間力を高める生涯学習の推進 

 

・強い絆と活力あるコミュニティを形成するため，公民館や図書館など学びの場を核と

した生涯学習の内容を充実させます。 

・学校での地域活動拠点づくりや職員の資質向上など，生涯学習・社会教育の推進を支

える基盤整備を進めるとともに，一人ひとりの多様なニーズに応じるため，学習機会

の充実を図ります。 

・若者の人口流出を抑え，まちの活性化につなげるため，産学官の連携の推進とキャリ

ア形成に向けた大学や専門学校の新規・拡充を支援します。 

 

施策１０ 自立し開かれた学びの支援 

 

・今後増加する高齢世代の力も活用しながら，子どもの成長や学び，安心安全な居場所

づくりを地域全体で支えていける環境を整備するとともに，子育て世代が，本市で子

どもに教育を受けさせたいと思えるよう，本市の特長を活かした教育環境を整備しま

す。 

・一人ひとりが主体的に学び，将来の生き方を考え，互いの個性を尊重し合いながら，

地域社会全体が子育てや教育活動を支えていくため，生涯にわたる教育や学習に対す

るニーズと課題に対応する現場重視の体制作りを進めるとともに，地域の特色を磨き，

伸ばす，学びと育ちへの支援をします。 


